
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 8,388 17,000 6,994 31,760

事業費

の内訳

令和3年度決算

決算額　6,490千円
＜内訳＞
（仮称）白石破砕工場建設PPP/PFI導入可能性調査　3,080千円
（仮称）白石破砕工場建設に係る生活環境影響調査　3,410千円

令和4年度予算

予算額　26,000千円
＜内訳＞
アドバイザリー業務　22,577千円
測量業務　2,847千円
その他　576千円

人工 0.0 0.0 0.0 0.8

人件費 0 0 0 5,760

事業費 8,388 17,000 6,994 26,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和8 年度

関連法令・条例・
要綱等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律

他都市の状況

実施結果

白石破砕工場新設に伴い事業予定地周辺地域の生活環境に与える影響を把握するため、生活環境影響調査を
実施した。
白石破砕工場更新事業の事業手法を検討するＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査を実施した。

事業実施における
工夫点

他都市のＰＰＰ／ＰＦＩを導入した廃棄物処理施設の例を参考にした。

対象者 市民 開始 平成31 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

生活環境影響調査及び事業手法検討調査の実施

長期

篠路破砕工場を更新し、適正なごみ処理体制を維持する。

取組内容

安定したごみ処理体制を維持するため、昭和55年度から稼働開始し、老朽化した篠路破砕工場の更新を行う。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
計画通りに業務を実施できたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

工事発注手続きを進めるための支援業務（アドバイザリー業務）を発注する。
建設予定地の造成工事のための測量業務を実施する。

予算
毎年度必要な業務に対し適切な発注額になるよう予算要求をしてい
る。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

札幌市に登録のある専門知識を有した業者へ業務委託をしているため適切である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

安全で安心な市民生活と衛生的な生活環境を維持するためにごみ処理施設に関する調査及び
検討に係る業務は必要不可欠である。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

予定通り生活環境影響調査を行った。
予定通りＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査を実施し事業手法の選定を行った。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

専門知識を有したコンサルタント及び調査業者へ業務委託し、報告書の作成及び方針検討を行っ
ているため適切である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 指標の設定が難しいため指標なし

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


